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V331a ALPACA実験 4:ALPAQUITA初期性能と今後の建設計画
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ALPACA実験は南米ボリビアのチャカルタヤ山中腹（標高 4,740m）に大面積の空気シャワーアレイと水チェ
レンコフ型地下ミューオン観測装置を設置し、南半球において sub-PeV領域ガンマ線と宇宙線を高感度で観測す
る新しい実験計画である。ALPACAによって宇宙線を PeVに加速する天体の同定が期待される。ALPACA実
験の約 1/4スケール (約 2万平米)のALPAQUITA空気シャワーアレイの検出器設置が完了し、2022年 9月より
データ取得を開始した。本講演ではALPAQUITAの現状と取得された初期データの解析結果について報告する。
また、ミューオン観測装置の設置とALPACAへの拡張の準備状況を報告する。


